
付 議 第 ２ 号

へき地等学校等を指定する規則の一部を改正する規則議案

へき地等学校等を指定する規則（平成16年高知県教育委員会規則第２号）の一部を別

紙のとおり改正することについて、議決を求めます。

高知県教育委員会事務委任等規則 （平成4年教育委員会規則第１号）

第２条 教育委員会は、次に掲げる事務を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。

(３) 規則及び訓令を制定し、又は改廃すること。





別紙
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

教 育 委 員 会 規 則

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

へ き 地 等 学 校 等 を 指 定 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に

公 布 す る 。

令 和 ３ 年 月 日

高 知 県 教 育 長 伊 藤 博 明

高 知 県 教 育 委 員 会 規 則 号

へ き 地 等 学 校 等 を 指 定 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

へ き 地 等 学 校 等 を 指 定 す る 規 則 （ 平 成 16年 高 知 県 教 育 委 員 会 規

則 第 ２ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 １ の １ 級 の 室 戸 市 の 項 を 削 る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

高 知 県 教 育 委 員 会 規 則

◎ へ き 地 等 学 校 等 を 指 定 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則
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へき地等学校等を指定する規則の一部を改正する規則議案説明

１ 改正の主な内容

この規則は、現在へき地等学校等として指定している学校の廃校に伴い、必要な改

正を行おうとするものである。

２ 施行期日

この規則は公布の日から施行する。

参考資料１
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新 旧 対 照 表

新

へき地等学校等を指定する規則（抜粋）

旧

へき地等学校等を指定する規則（抜粋）

別表第１（第２条関係） 別表第１（第２条関係）

へき地学校等 へき地学校等

１

級地

２ 所在市

町村

３ 小学校、中学校

及び共同調理場
４ 指定日

１級 安芸市 略 略

略

略

１

級地

２ 所在市

町村

３ 小学校、中学校

及び共同調理場
４ 指定日

１級 室戸市 中川内小学校

中川内中学校

昭和34年４月１日

〃

安芸市 略 略

略

略
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○へき地等学校等を指定する規則（抜粋）

(趣旨)

第1条 この規則は、公立学校職員の給与に関する条例（昭和29年高知県条例第37号。以下

「条例」という。）第15条第１項及び第15条の２第１項の規定に基づき、へき地学校等、

へき地学校に準ずる学校等及び特別の地域に所在する学校等を指定するものとする。

(へき地学校等)

第2条 条例第15条第１項に規定するへき地学校等は、別表第１の第１欄に定める級地及び同

表の第２欄に定める所在市町村ごとに同表の第４欄に定める指定日に指定した同表の第３欄

に定める小学校、中学校及び共同調理場とする。

(へき地学校に準ずる学校等)

第3条 条例第15条第１項に規定するへき地学校に準ずる学校等は、別表第２の左欄に定める

所在市町村ごとに同表の右欄に定める指定日に指定した同表の中欄に定める小学校、中学校

及び共同調理場とする。

(特別の地域に所在する学校等)

第4条 条例第15条の２第１項に規定する特別の地域に所在する学校等は、別表第３の左欄に

定める所在市町村ごとに同表の右欄に定める指定日に指定した同表の中欄に定める小学校、

中学校及び共同調理場とする。

○公立学校職員の給与に関する条例 （抜粋）

(昭和29年7月12日条例第37号)

(へき地手当)

第15条 教育委員会規則で級別に指定する小学校、中学校、義務教育学校及び共同調理場(以下

「へき地学校等」という。)に勤務する職員並びに教育委員会規則で指定するへき地学校等に

準ずる小学校、中学校、義務教育学校及び共同調理場(以下「へき地学校に準ずる学校等」と

いう。)に勤務する職員には、へき地手当を支給する。

(へき地手当に準ずる手当)

第15条の2 職員が学校若しくは共同調理場(以下この条において「学校等」という。)を異に

して異動し、当該異動に伴って住居を移転した場合又は職員の勤務する学校等が移転し、当該

移転に伴って職員が住居を移転した場合において、当該異動の直後に勤務する学校等又はその

移転した学校等が、へき地学校等、へき地学校に準ずる学校等又は教育委員会規則で指定する

特別の地域に所在する学校等(以下この条において「へき地等学校等」という。)に該当すると

きは、当該職員には、当該異動又は学校等の移転(以下この条において「異動等」という。)の

日から3年以内の期間(当該異動等の日から起算して3年を経過する際次項で定める条件に該

当する者にあっては、更に3年以内の期間)、給料及び扶養手当の月額の100分の4を超えな

い範囲内の月額のへき地手当に準ずる手当を支給する。

(平成16年3月30日教育委員会規則第2号)
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